
 

 

 

 

 

 

 

 

「覚えておきたい 親子の数字」から思うこと 

校長 加 藤 広 章 

先日、フェイスブックを眺めていると右枠のよ

うな投稿が目に留まりました。 

皆さんは、どのように感じますか？ 

 

子育ては大変な毎日の連続ですが、数字に置き

換えてみると、親子で過ごせる時間が意外と少な

いことに気づかされたのではないでしょうか。 

 

私自身、３人の子を育て、今は孫４人。本当に

あっという間でした。そして、小さな孫の姿に、

我が子の幼いころの姿を重ね合わせたとき、 

―― 十分に親子の時間がとれただろうか 

―― どれだけ一緒に寝てあげただろうか 

―― たくさん手をつないで歩いただろうか 

―― 夏休みを楽しませてあげられただろうか 

―― どれくらい抱っこしただろうか・・・ 

そんなことを思ってしまいます。（当の本人たちはどう思っているのかはわかりませんが…）振り返

れば振り返るほど「できたこと」よりも「できなかったこと」に思いがいってしまいます。 

 

 

その姿を見て、ハッとしました。我が子や孫との楽しい時間であるにもかかわらず、意外と今の自

分も同じようなことをしているのではないかと。 

 

世の中がどんどん便利になる一方で、人と人との直接的なつながりが薄れがちです。けれど、家族

のつながりだけは、決して希薄になってはいけません。 

スマホの画面を閉じ、子どもの目を見て話す。ほんの数分でも抱きしめる。そんな小さな積み重ねが、子

どもの心に残る大切な時間となるはずです。 

子どもと一緒に過ごす時間は、思っている以上に長くはないのですから…。 

先日、ある飲食店で見かけた光景も心に残りました。小学生くらいのお姉ち

ゃんと年長さんくらいの妹さん、そしてお父さんの三人連れ。食事を待つ間、

お父さんとお姉ちゃんはスマホに夢中です。妹さんは一生懸命にお父さんやお

姉さんに話しかけるのですが、返ってくるのは生返事ばかり。やがて彼女は寂

しそうにうつむき、とうとう話しかけるのをやめてしまいました。 

【重点】思いや考えを伝え合い よりよく関わり、挑戦し続ける児童の育成 

新たな時代を創造する 人間性豊かな児童の育成 

 

  

旭川市立東光小学校 

令和７年度 学校だより 

第６号 ９月２９日（月） 

覚えておきたい 
親子の数字 

 

・親子の時間の 8割は 18歳までに終わる 

・一緒に眠れるのは 10年ほど 

・手をつないで歩けるのは 9歳ごろまで 

・子どもと過ごす夏休みは 12回 

・小４以降は、抱っこの機会も減っていく 

・親の言葉が心に届くのは 6 ～12才 

・「遊ぼう」と誘ってくれるのは 10年間だけ 

・子育ては平均すると 8,760日 

・親と一緒に過ごす時間は人生の 5% 

・あっという間の毎日が、かけがえのない宝物 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

特支保護者面談③　読み聞かせボランティアイベント

特5　教育相談①　フッ化物洗口　特支保護者面談④　外国語活動サポーター来校

スポーツの日

特支保護者面談②　２年生活科外部講師来校

特６

学芸会後片付け(予備)　

特5　教育相談②　特支保護者面談⑤

特5　教育相談③　特支保護者面談⑥

フッ化物洗口　特支保護者面談①

委員会⑥

５０周年記念学芸会

振替休業日

特6　学芸会児童公開日

通6

通5　係活動③

通5　係活動②

通5　係活動①

旭川市教育研究大会

フッ化物洗口

SC来校

全校集会⑤(後期開始)　フッ化物洗口　外国語サポーター来校

行         事         予         定

非行防止教室(5年)

児童の心と体を育む様々な教育活動 

【体力向上週間の取組】 

９月８日～１２日の中休みに、グラウンドを走

りました。暑さも一段落して、気持ちよく走るこ

とができました。子どもたち 

は、自分で決めた目標周回を 

仲間と笑顔で挑戦していまし 

た。 

【百寿大学との交流（３年総合的な学習の時間）】 

９月１２日に、東光公民館で百寿大学の皆さんと

交流会を行いました。総合的な学習の時間「日本の

遊びワールドへいらっしゃい！」の学習の一環で昔

遊び体験をしました。当日は、めんこ、あやとり、

コマ回しなど百寿大学の方々の温 

かい関わりにより、遊びがどんどん 

上手になりました。子どもたちは日 

本の昔遊びのよさを学びました。 

【クラブ活動紹介】 

クラブ活動は、異学年の集団の中 

で、共通の興味や関心あることを楽 

しむ活動を通して、自主的、実践的

態度を育てることをねらいとしています。子どもた

ちが、いつ何をするか計画を立て、自分たちで準備・

進行しています。本校では、特徴あるクラブ活動と

して「和楽器クラブ」があり、子どもたちから人気

があります。外部講師に御協力いたただき、琴など

の演奏を楽しんでいます。 

【着衣泳に挑戦（６年生）】 

今年度のプール授業の終わりに着衣泳を行いました。衣服を

着て水に入るとどのような状況になるかを体験し、不意に水に

落ちたときでも、自分の命を守るために、どのような対処をした

らよいかを学ぶのがねらいです。参加した６年生からは「衣服が

すごく重かった。」「衣服を着ると浮くのが難しかった。」「もし衣

服を着て水に落ちても、今度は落ち着いて対処できそう。」とい

う言葉を聞きました。実際に体験することで充実した学びにな

りました。 

【東明中との交流 中学３年生の合唱を見学（６年生）】 

小中交流学習の一環として、東明中３年生が学校

祭に向けて取り組んでいる学級ごとの合唱を見学

しました。６年生は中学生のすばらしい歌声や振る

舞いについて感動し、自分たちが目指す中学生像を

具体的に理解できたようでした。学芸会に向けても

「自分たちもお客さんにすごい 

と思われる合唱にしたい」と 

意欲を高めました。 


